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上下水道ビジョンの全体像

上下水道ビジョンは、上下水道事業の根幹的な考え方である「基本理念」、今後30年から50年程度先の将来を見据えた「目指す将来像」、目指す将来像を実現するた

めの「12年間の方向性」で構成しています。

第 4 章

施策体系

施策体系

1

3030
年
～
年
～
5050
年
程
度
先
を
見
据
え
た
「
目
指
す
将
来
像
」

年
程
度
先
を
見
据
え
た
「
目
指
す
将
来
像
」

中
期
計
画
の
施
策
・
取
組
へ

基本理念   くらしを支え、 環境を守り、 未来へつなぐ

市民の安心なくらしを守るため、 安全で安定した水の供給と適切な排水機能の確保を目指します

12 年間の方向性

将来像 1 安全・安心

方向性 1	 安全で良質な水の安定供給

方向性 2	 上下水道施設の適切な管理と更新

災害に対して強くしなやかな上下水道を目指します

12 年間の方向性

将来像 2 強　靱

方向性 3	 災害への備え

環境に配慮した事業を目指します

12 年間の方向性

将来像 3 環　境

方向性 4	 水環境や地球環境への配慮

方向性 5	 国際事業の推進

質の高いサービスの提供と持続可能な経営基盤の確保を目指します

12 年間の方向性

将来像 4 持　続

方向性 6	 市民サービスの充実

方向性 7	 持続可能な経営基盤の確保
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水は市民の生活や事業者の経済活動になくてはならない大切なものであり、

すべての源です。

上下水道局は、健全な水循環を維持、回復、創造しながら、ライフライン事業

者として市民の生活や事業者の経済活動を守ることを基本理念とします。

基本理念2

くらしを支え、 環境を守り、 未来へつなぐ

水を浄水場へ送る

蒸発して雲になる

浄水場できれいにした水を

家庭や工場等へ届ける

家庭や工場等で使った水を

水処理センターに集める

水処理センターで

きれいにした水を

川や海へ返す

浄水場

家庭・工場等

水処理センター

雨が降る
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■�安全な水道水と適正な工業用水を安定的に利用できています。

■�適正に下水をきれいにすることで、安全に安心してくらせています。

■�適切な維持管理と効率的な更新により、上下水道施設が正常に使える状態
に保たれています。

■�上下水道施設の機能維持により、水が漏れたりあふれたりすることを防いで
います。

■�きれいな水が川や海に戻され、親しみのある水辺や豊かな海が守られてい
ます。

■�カーボンニュートラルの実現に貢献し、快適なくらしが守られています。

■�循環型のまちづくりが進められ、地球にやさしい環境になっています。

■�官民連携による国際展開や技術協力による国際貢献を実施し、世界の水環
境改善に貢献しています。

■�災害が起きても、水を安心して使うことができています。

■�大雨による被害を最小限に抑え、雨に負けないまちになっています。

■�災害時でも、下水を流す・きれいにする機能を確保し、安心して下水道を利
用できています。

■�災害時でも、市民や関係機関と連携し、迅速な災害対応が行えます。

■�お客さまとの信頼関係が構築され、上下水道事業の取組に対して高い関心
と理解が得られています。

■�誰でも快適に上下水道サービスを利用することができています。

■�人口減少に対応した公平で適正な料金の徴収や資産の有効活用などによる
安定的な収入により、健全な財政運営がなされています。

■�時代の変化に応じた、「人材、財産、情報」の効果的な活用により、安定した事
業運営がされています。

基本理念のもと、今後30年から50年程度先を見据えた上下水道事業の目指す将来像を、４つのキーワード「安全・安心」、「強靱」、「環境」、「持続」とともに設定しまし

た。また、それぞれの将来像について具体的にどのような状態になっているかを示しました。

目指す将来像3

将来像 1

市民の安心なくらしを守るため、

安全で安定した水の供給と適切な

排水機能の確保を目指します

将来像 3

環境に配慮した事業を

目指します

将来像 2

災害に対して強くしなやかな

上下水道を目指します

※ 「強くしなやか」 とは災害などにより致命的な被害を負わない強さと、 速やかに回復できる力

将来像 4

質の高いサービスの提供と

持続可能な経営基盤の

確保を目指します

安全・安心

環　境

強　靱

持　続
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また、それぞれの方向性が目指す将来像のどの内容に合致するかを、「安全・安心」、「強靱」、「環境」、「持続」のキーワードで示しています。

12 年間の方向性4

●�安全で良質な水道水と適正な工業用水を安定的に供給できるよう、水源の保全や水

源から蛇口に至るまでの水質管理を継続し、お客さま所有の受水槽の適正管理や直

結給水化を促進します。

●�水源を共にする県内水道事業者や企業団等と連携し、効率的な水運用を実施します。

方向性１

安全で良質な

水の安定供給

【安全 ・ 安心】

●�持続可能な上下水道サービスを安定して提供できるよう、アセットマネジメントによ

り、適切な維持管理や更新を行います。

●�上下水道施設の機能を持続させるため、DXの推進などにより、維持管理や更新の高

度化・効率化を図ります。

方向性 2

上下水道施設の

適切な管理と更新

【安全 ・ 安心】

●�災害時でも機能を維持できるよう、上下水道施設の耐震化・耐水化や停電対策を進め

ます。

●�大雨や台風に備え、浸水リスクの高い地域における雨水を排水する施設の整備を進め

るとともに、気候変動による影響を踏まえた対策などに取り組みます。

●�災害時に迅速な対応ができるよう、DXの推進や職員及び他都市を含めた定期的な訓練・

研修を実施し、市民の皆様に対し災害への備えなどの情報を分かりやすく発信します。

方向性 3

災害への備え

【強靱】
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●�親しみのある水辺や豊かな海を守るため、下水の処理方法の工夫や適切な維持管理

により、良好な放流水質の確保に取り組みます。 

●�カーボンニュートラル実現に向け、省エネルギー・創エネルギーなどの取組を推進します。

●�循環型のまちづくりの実現に向け、廃棄物の抑制・リサイクルや資源の有効利用を促

進し、更なる有効活用に取り組みます。

方向性 4

水環境や

地球環境への配慮

【環境】

●�世界の水環境の改善に貢献するため、官民連携による国際展開や技術協力による国

際貢献を推進します。

方向性 5

国際事業の推進

【環境】

●�お客さまが安心して上下水道を利用できるよう、お客さまの上下水道へのニーズを的

確に把握するとともに、関心の高い情報を適切なメディア・機会を活用して発信する

ことにより、事業への理解醸成を図り、信頼関係を築いていきます。

●�お客さまが快適にサービスを利用できるよう、高い品質のサービス及び新たなサービ

スを提供します。

方向性 6

市民サービスの

充実

【持続】

●�今後見込まれる人口減少による水需要の減少等に対応するため、料金制度等の見直

しを行うとともに、資産の有効活用や資金運用等により安定的な財源確保に取り組み

ます。

●�将来の担い手不足への対応として、デジタル技術の活用等による事業運営の最適化や

人材の育成・確保を図ります。

方向性 7

持続可能な

経営基盤の確保

【持続】
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